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山
口
道
利
1
・
馬
欣
欣　
　
　
　
　
　
　

千
葉
市
病
院
運
営
委
員
会
公
募
委
員　
　

池
田
美
智
雄

⑴
経
営
効
率
化
に
不
可
欠
な

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
充
実

　
「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」「
経
営

形
態
の
見
直
し
」
は
公
立
病
院
改
革
の

有
力
な
手
段
で
は
あ
る
が
、
形
態
を
変

え
た
と
し
て
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
が

整
っ
て
い
な
け
れ
ば
成
果
を
出
す
こ
と

が
難
し
い
の
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

　

平
成
26
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
地

方
独
立
行
政
法
人
東
金
九
十
九
里
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
は
、「
平
成
27
年
度
に

は
債
務
超
過
は
免
れ
な
い
、
28
年
度
に

は
約
10
億
円
の
資
金
不
足
が
見
込
ま
れ

る
」
と
の
新
聞
報
道
が
さ
れ
て
い
る
。

情
報
公
開
さ
れ
て
い
る
地
方
独
立
行
政

法
人
の
評
価
委
員
会
の
議
事
録
に
基
づ

く
報
道
で
あ
る
。
様
々
な
事
情
を
勘
案

し
て
も
、
開
院
後
２
年
目
に
し
て
資
金

シ
ョ
ー
ト
す
る
の
は
経
営
陣
や
経
営
体

制
を
作
っ
た
東
金
市
及
び
九
十
九
里
町

の
行
政
及
び
議
会
の
責
任
は
大
き
い
。

地
方
独
立
行
政
法
人
と
い
う
形
態
に
す

れ
ば
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

同
病
院
の
経
営
難
の
原
因
は
う
か
が

い
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
事
務
部
門

中
心
に
策
定
し
た
根
拠
の
薄
弱
な
、
実

行
可
能
性
を
充
分
に
考
慮
し
て
い
な
い

計
画
、
再
生
す
る
覚
悟
や
経
験
に
乏
し

い
経
営
ト
ッ
プ
な
ど
、
一
般
的
な
企
業

人
か
ら
み
る
と
最
初
か
ら
経
営
が
う
ま

く
い
く
は
ず
は
な
い
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
事
例
は
結
構
存
在
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

○
病
院
経
営
は

　

ト
ッ
プ
の
経
営
チ
ー
ム
で
決
ま
る

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
企
業
再
生
ビ
ジ
ネ

ス
が
脚
光
を
浴
び
た
が
、「
会
社
は
経

営
者
で
決
ま
る
」
と
言
わ
れ
る
通
り
、

企
業
再
生
の
成
否
は
経
営
ト
ッ
プ
に
依

拠
す
る
部
分
が
大
き
い
。
仮
に
再
生
計

画
が
立
派
で
あ
っ
て
も
実
行
が
伴
わ
な

け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅
に
過
ぎ
な
い
。

再
生
の
場
合
、
経
営
者
は
ス
ピ
ー
ド
感

覚
が
あ
り
、
従
業
員
の
士
気
を
上
げ
組

織
を
活
気
づ
け
る
、
強
い
意
志
を
も
っ

て
し
が
ら
み
を
断
つ
、
総
論
賛
成
各
論

反
対
の
各
論
を
論
破
す
る
こ
と
な
ど
が

で
き
る
人
が
求
め
ら
れ
る
。
公
立
病
院

の
場
合
は
、そ
れ
に
加
え
首
長
や
議
会
、

医
師
派
遣
元
の
大
学
医
局
な
ど
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
必
要
で
あ

る
。

　

病
院
経
営
は
一
般
的
な
企
業
経
営
よ

り
も
よ
ほ
ど
難
し
く
、
独
立
行
政
法
人

な
ど
に
経
営
形
態
を
変
え
る
と
い
う
こ

と
は
経
営
の
自
由
度
で
言
え
ば
、
普
通

の
企
業
経
営
の
条
件
と
や
っ
と
同
等
に

な
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
先
が
本
当

の
勝
負
で
あ
る
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、「
経
営
感
覚
に
富
む
人
材
の
登
用

及
び
事
務
職
員
の
人
材
開
発
の
強
化
」

を
掲
げ
て
い
る
が
、
例
え
ば
病
院
経
営

者
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
内
な
ら
ば
公

立
病
院
の
院
長
は
医
師
派
遣
の
関
係
等

も
あ
っ
て
千
葉
大
学
医
学
部
出
身
者
が

多
い
。
た
だ
人
材
に
は
限
り
が
あ
る
た

め
、
改
革
に
あ
た
っ
て
は
大
学
系
列
を

超
え
て
で
も
経
営
能
力
の
あ
る
院
長
を

探
し
た
り
、
院
長
に
加
え
て
看
護
師
の

ト
ッ
プ
や
事
務
部
門
の
ト
ッ
プ
な
ど
で

構
成
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
チ
ー
ム
を

構
成
し
て
送
り
込
ん
だ
り
す
る
な
ど
、

相
応
の
体
制
で
臨
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

病
院
の
場
合
は
、
特
に
職
員
数
に
占

め
る
専
門
職
で
あ
る
看
護
師
の
割
合
は

改
革
プ
ラ
ン
実
行
上
の

根
本
的
な
問
題

6 地
域
医
療
構
想
時
代
に
お
け
る

 
住
民
目
線
の
公
立
病
院
改
革

　

第
３
回　

住
民
の
参
画
に
よ
る
改
革
の
推
進
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高
く
、看
護
部
門
は
様
々
な
診
療
部
門
、

診
療
支
援
部
門
と
の
継
ぎ
目
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
病
院
の
組
織

風
土
を
変
え
る
た
め
に
、
そ
の
ト
ッ
プ

の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
診
療
部

門
等
に
対
し
て
、説
得
力
の
あ
る
医
業
、

財
務
の
指
標
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
示
す
な

ど
院
長
の
右
腕
と
し
て
機
能
す
る
事
務

部
門
の
ト
ッ
プ
の
役
割
も
同
じ
く
重
要

で
あ
る
。

　

数
十
億
円
と
い
う
赤
字
幅
や
一
般
会

計
繰
入
金
を
鑑
み
れ
ば
、
高
額
の
報
酬

を
払
っ
て
で
も
優
れ
た
経
営
者
、
経
営

チ
ー
ム
を
送
り
込
ん
だ
方
が
、
住
民
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

⑵
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

　

実
行
に
絡
む
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、「
再
編
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
係
る
計
画
に
お
い
て

は
、
病
院
間
で
の
機
能
の
重
複
・
競
合

を
避
け
、
相
互
に
適
切
な
機
能
分
担
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
診
療
科
目
等
の
再
編

成
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
と
と
も

に
、
再
編
後
に
お
け
る
基
幹
病
院
と
そ

れ
以
外
の
病
院
・
診
療
所
と
の
間
の
連

携
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
特
に
配
慮
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
関
係
者
は
既
存
の
便
益
維

持
に
囚
わ
れ
が
ち
に
な
る
た
め
、
な
か

な
か
難
し
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

一
部
関
係
者
の
思
惑
に
つ
い
て
、
多

少
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
見
方
で
、
図
表
11
の

よ
う
に
整
理
し
て
み
た
。
関
係
者
の
意

見
を
集
約
す
る
の
は
並
大
抵
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。

　

前
述
の
「
公
立
病
院
経
営
改
革
事
例

集
」
に
は
、
よ
り
障
壁
が
高
い
複
数
の

自
治
体
の
公
立
病
院
の
統
合
例
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
青
森
県
の
６

市
町
を
構
成
員
と
す
る
つ
が
る
西
北
五

広
域
連
合
に
お
い
て
は
、
５
つ
の
公
立

病
院
を
一
体
的
に
運
営
す
る
体
制
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
公
立
病
院
の
機
能

を
再
編
成
し
、
中
核
病
院
１
施
設
、
サ

テ
ラ
イ
ト
病
院
２
施
設
、
サ
テ
ラ
イ
ト

診
療
所
２
施
設
に
再
編
し
た
。
こ
の
取

図表11　公立病院の関係者の思惑（一部についてのネガティブな見方）

住
民

公立病院周辺
に住む人

病院が無くなると困る。自宅から遠くなると困る。
何らかの形で残してほしい。

医療制度に詳
しい人

公立病院の赤字は何とか少なくしてほしい。アクセスは不便になっても、
病院が再編して医師や症例が集積し、医療の質が上がれば良い。

その他
病院の経営状況はよく知らない。何となくだが公立病院はあってもよいの
では？ 

医
療
提
供
者

自治体病院

事務職員は定期的に入れ替わるし、改革プランと言われても作るのが大変。
年功序列の賃金体系だから人数の多い看護師の平均年齢が上がると人件費
は膨らむが、急性期の看護基準を維持する必要もあるし給与などの条件は
変えられない。

競合する
民間病院

赤字なのに、医師確保とか言って高額医療機器を購入するのは何とかなら
ないのか？　民業を圧迫している。

医師会
公立病院が経営に熱心になると患者が奪われる。民間の医療法人などに移
譲されたり指定管理者になったりしたら競争になって大変。このままで良
いのでは。

大学医局 病院が統合すると、派遣先の院長ポストが減るので好ましくない。

勤務医 自治体病院は給料が安いが、医局のローテーションだから仕方ない。

ナース等 給与は年功序列だし、長く勤めよう。

市
町
村

首長
医療のことはよくわからない。専門家に任せよう。
病院を無くすというのは選挙にマイナスに働くのでは？

議員
医療以外にも地域の課題はあるので、時間をさけない。
病院を無くすというのは選挙にマイナスに働くのでは？
公立病院だと議員の顔が利かせられやすいので何かと便利。

職員
公立病院改革プランの策定と言われても、異動してきて間もない自分が作
るのは無理。外部委託をしよう。

都
道
府
県

首長
国の各省からたくさんの計画策定を求められる。担当部署に任せている。
保険者が都道府県にされるのも困ったものだ。

議員
県立病院はあるが、政策医療をやっているから赤字は仕方がない。県民も
あまり要望してこないし、自分の選挙区に関係なければ関心がない。

職員
厚生労働省から医療計画策定を指示されるが、異動してきて間もないから
よくわからない。前に作成された計画を修正して良しとしよう。

国

総務省 医療は大切だが、自治体が財政危機になったら本末転倒。

厚生労働省 地域医療構想を作るのは地域事情を理解している都道府県の仕事。

経済産業省 機能が重複する一般医療について民間医療機関との競争条件が不公平。
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ま
え
た
役
割
の
明
確
化
」
や
「
再
編
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
は
、
医
師
確
保
が

難
し
く
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
に
汲
々

と
し
て
い
る
よ
う
な
地
域
、
県
が
大
学

病
院
と
連
携
し
て
構
想
を
創
り
戦
略
的

に
再
編
を
仕
掛
け
て
い
る
地
域
な
ど
で

な
け
れ
ば
、進
展
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

特
に
市
町
村
立
の
基
礎
自
治
体
の
公
立

病
院
は
、
地
元
の
有
権
者
の
顔
が
見
え

る
た
め
に
、
構
想
区
域
と
い
う
都
道
府

県
が
定
め
た
机
上
の
圏
域
内
で
の
医
療

提
供
体
制
を
最
適
化
す
る
た
め
に
、
機

能
分
担
を
前
提
に
し
て
自
院
の
診
療
機

能
を
自
ら
進
ん
で
見
直
す
こ
と
は
難
し

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
「
２
０
２
５
年
問
題
」
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
将
来
の
発
現
し
て
い
な

い
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
現
状
維
持
志
向

の
強
い
自
治
体
等
の
行
政
機
関
や
公
立

病
院
、
公
的
病
院
等
が
、
思
い
切
っ
た

再
編
案
を
提
示
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く

期
待
で
き
な
い
。
例
え
ば
千
葉
県
の
場

合
、
千
葉
県
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
・
精

神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
の
一
体
的
整
備
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
中

途
半
端
な
方
策
に
よ
っ
て
新
病
院
が
建

築
さ
れ
た
場
合
は
、
後
戻
り
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
う
。
医
師
等
の
労
働
環
境

や
医
療
の
質
の
確
保
を
考
慮
し
、ま
た
、

将
来
の
県
民
、
市
民
の
税
金
負
担
を
で

き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に
、
机
上

で
は
あ
る
が
、
大
胆
な
私
案
を
図
表
12

に
提
示
し
た
い
。

⑴
都
道
府
県
の
役
割
・
責
任
の
増
大

　

平
成
26
年
６
月
に
地
域
に
お
け
る
医

療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進

す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
が
成
立
し
、
地
域
医
療
に
関

す
る
都
道
府
県
の
権
限
・
責
任
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　

都
道
府
県
内
の
各
構
想
区
域
の
地
域

医
療
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
関

係
者
間
で
協
議
す
る
場
（
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
）
を
運
営
す
る
役
割
、
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
か
ら
財
政

支
援
措
置
を
講
じ
る
役
割
、
医
療
機
関

に
対
し
て
要
請
・
指
示
・
命
令
な
ど
の

権
限
を
行
使
し
て
い
く
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
地
域
医
療
構
想
を
適
切
に

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
公
立
病
院
の

位
置
づ
け
の
見
直
し
は
必
須
で
あ
る
た

め
、
都
道
府
県
は
管
内
市
町
村
の
公
立

病
院
の
新
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
に
適
切

に
助
言
す
る
こ
と
に
加
え
、特
に
再
編
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
は
、
自
ら

調
整
に
乗
り
出
す
な
ど
積
極
的
に
参
画

す
べ
き
で
あ
る
。

　

特
に
建
替
え
は
、
当
該
病
院
の
役
割

を
改
め
て
検
証
す
る
重
要
な
機
会
で
あ

る
。
安
易
に
現
状
追
認
で
建
替
え
を
行

え
ば
、
そ
の
後
の
医
療
需
要
や
経
営
環

境
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
リ
ス
ク
が

り
組
み
な
ど
は
大
い
に
参
考
に
で
き

る
。

○
公
共
事
業
と
し
て
の
病
院
建
築

　

公
立
病
院
の
経
営
悪
化
の
要
因
と
し

て
、
建
築
計
画
の
杜
撰
さ
が
挙
げ
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
前
述
の
東
金
九
十
九
里
医
療
セ
ン

タ
ー
も
お
そ
ら
く
当
て
は
ま
る
。

　

公
立
病
院
は
建
築
費
に
対
し
て
交
付

金
が
入
る
た
め
、
医
療
法
人
等
と
比
較

し
て
建
築
費
が
高
く
な
っ
て
も
計
画
上

は
返
済
が
可
能
に
な
り
や
す
い
。
建
設

会
社
は
、
建
築
費
の
坪
単
価
を
高
め
に

設
定
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
建
築

面
積
も
大
き
く
な
り
総
投
資
額
は
膨
ら

む
。
地
元
の
議
員
に
よ
っ
て
は
、
病
院

建
設
は
地
域
に
と
っ
て
数
少
な
い
公
共

事
業
で
あ
り
、
建
設
の
他
に
も
、
設
備
、

医
療
機
器
、
什
器
備
品
、
各
種
消
耗
品

等
々
の
購
入
に
つ
い
て
業
者
を
紹
介
し

た
り
す
る
な
ど
、
最
終
的
に
事
業
費
が

膨
ら
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て
頓
着

し
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

民
間
の
医
療
法
人
が
建
築
す
る
場
合

は
、
資
金
の
貸
し
手
の
金
融
機
関
等
は

貸
し
倒
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
建
築
計

画
を
精
査
す
る
が
、
公
立
病
院
の
場
合

は
最
終
的
に
は
自
治
体
が
税
金
を
原
資

に
し
て
返
済
す
る
と
い
う
安
心
感
か
ら

か
、
そ
れ
ほ
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
は
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
に
推
察
す
る
。
ま
た
、
自

治
体
内
に
病
院
の
建
築
計
画
を
策
定
し

た
経
験
の
あ
る
職
員
な
ど
は
通
常
は
い

な
い
た
め
、
コ
ン
サ
ル
会
社
等
に
事
業

計
画
の
策
定
を
依
頼
す
る
場
合
が
あ

る
。
た
だ
コ
ン
サ
ル
会
社
は
依
頼
主
の

意
向
に
逆
ら
う
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

実
現
可
能
性
は
な
く
は
な
い
が
実
行
可

能
性
は
低
い
「
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
の
計

画
」
を
策
定
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
計

画
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
立
場
の
議
会
は
、

病
院
事
業
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
上

に
、
中
に
は
公
共
事
業
を
食
い
物
に
し

て
い
る
議
員
も
実
際
に
存
在
し
て
い
る

た
め
、
充
分
な
チ
ェ
ッ
ク
は
な
さ
れ
な

い
。

⑶
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
地
域
医
療
構
想

　

総
務
省
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
に

地
方
公
共
団
体
に
「
公
立
病
院
改
革
の

推
進
に
つ
い
て
」
の
通
知
を
出
し
、
新

た
な
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
を

要
請
し
た
。
新
改
革
プ
ラ
ン
は
、
都
道

府
県
が
策
定
す
る
地
域
医
療
構
想
の
策

定
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成
27
年
度

ま
た
は
平
成
28
年
度
中
に
策
定
す
る
も

の
と
し
て
お
り
、
地
域
医
療
構
想
と
整

合
的
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の「
経
営
効
率
化
」、「
再

編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」、「
経
営
形
態

の
見
直
し
」
に
、「
地
域
医
療
構
想
を

踏
ま
え
た
役
割
の
明
確
化
」
を
加
え
た

４
つ
の
視
点
に
立
っ
て
改
革
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

公
立
病
院
の
「
地
域
医
療
構
想
を
踏

最
後
に 

自
治
体
の

医
療
行
政
の
在
り
方

7
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図表12　千葉構想区域の公立、公的病院の再編アイデア（池田私案）

　当構想区域には急性期機能を担う中規模の公立、公
的病院が集中して立地しているところから、ガイドラ
インの考え方に則って再編を検討した。
　病床機能報告による病床機能ごとの病床数と2025 
年の必要病床数を比較すると、高度急性期 346床及
び急性期975床が過剰、回復期1,763床及び慢性期
267 床が不足すると見込まれている。高度急性期及
び急性期の機能を主に担っているのは公立、公的病院
であること、老朽化で建替えを含む大規模修繕の必要
性が高い病院が多いことから、建替えの際の交付金や
基金からの補助等による方策を講じて統合再編を積極
的に進め、高度急性期及び急性期病床の大幅削減が進
められるのではないかと考える。
　第一に、高度急性期医療を担う病院が高額医療機器
や人材の二重投資をしなくても済むように、千葉大学
病院と県立がんセンター・こども病院（周産期医療の
充実の必要性）を一体化する。名称を仮に千葉大学メ
ディカルセンターとする。岡山大学のメディカルセン
ター構想よりも、構成する病院の機能に違いがあるた
め、機能分担がしやすいように思われる。
　第二に、急性期・回復期の機能分化を円滑に図れる
ように、千葉市立青葉病院と地域医療機能推進機構千
葉病院を一体で運営する。後者が市立病院の指定管理
者となり、急性期以上の機能は設備等が新しい青葉病
院が担い、地域医療機能推進機構千葉病院は回復期の
機能に特化し機能分担をする。
　第三に、美浜区エリアについては、千葉市立海浜病
院と千葉県救急医療センター、千葉県精神科医療セン
ターを一体で建替えし、救急及び周産期の急性期機能
を担う病院とする。併せて精神科を標榜し、総合入院

体制加算を算定できるいわゆる総合病院にする。運営
は県と市が設置者となる地方独立行政法人が行う。
　対象としている病院は、すべて千葉大学の関連病院
なので、千葉市及び千葉県、千葉大学との緊密な関係が
構築できれば、医師の引き上げリスクは低いように推
察する。
　なお、構想区域内で大幅に不足している回復期及び
慢性期の機能については、民間の医療法人等に任せる
のが望ましい。大都市圏を除けば患者が減少している
地域が全国的に広がっており、既にいくつかの地方の
有力医療法人が生き残りのために大都市圏に積極的に
進出している。千葉市内の既存医療法人による回復期
機能の増床が困難な場合でも、担い手は現れるであろ
う。医師、看護師等の人材が不足している千葉県にとっ
ては、地方の人材の流入は望むところでもある。

 

1212
11
10

1

2

5

6
3 4 9

8 7

花見川区

稲毛区美浜区

若葉区

中央区

緑区

約 40km

病院名 所在 病床数 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 再編案
1 千葉大学医学部附属病院 中央区 785 773 千葉大学メディカルセンターの設立主体として関与する。

2 国立病院機構
千葉医療センター 中央区 410 8 402 同一グループの中で機能分担を図る。場合によっては、

千葉大学メディカルセンターに加わる。
3 国立病院機構　千葉東病院 中央区 402 50 147 205
4 千葉県がんセンター 中央区 341 11 330 千葉大学メディカルセンターとして運営。
5 千葉市立青葉病院 中央区 314 4 310 地域医療機能推進機構千葉病院が指定管理者になる。

6 地域医療機能推進機構　
千葉病院 中央区 200 160 40 青葉病院と機能分担し、主に回復期機能を担う。

7

社会福祉法人千葉県
身体障害者福祉事業団
千葉県千葉リハビリテー
ションセンター

緑区 242 33 50 159

8 千葉県こども病院 緑区 224 39 185 千葉大学メディカルセンターとして運営。

9 国立病院機構
下総精神医療センター 緑区 310

10 千葉市立海浜病院 美浜区 287 51 236 3 病院を一体で建替えし、救急及び周産期、精神科の急性
期機能を担ういわゆる総合病院にする。
運営は県と市が設置者となる地方独立行政法人が行う。

11 千葉県救急医療センター 美浜区 100 100
12 千葉県精神科医療センター 美浜区 50

合計 3,665 986 1,706 237 364 高度急性期、急性期機能の病床の大幅な調整の実現。

出所：千葉県Website「千葉圏域（千葉市）における医療機能ごとの病床の状況」病床数は、2015年7月1日時点の数値。
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か
ど
う
か
と
疑
問
に
感
じ
る
。
他
病
院

と
比
較
し
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し

て
い
る
こ
と
で
公
立
病
院
で
あ
る
自
院

の
シ
ェ
ア
が
上
昇
し
た
の
か
、
そ
れ
と

も
住
民
の
健
康
状
態
が
悪
化
し
総
患
者

数
が
増
加
し
た
の
か
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
後
者
の
場
合
は
地
域
住
民
の
健
康

を
守
る
自
治
体
と
し
て
は
明
ら
か
に
マ

イ
ナ
ス
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
国
民
健
康
保
険
の
患
者
数
が
増

加
す
る
こ
と
で
国
保
財
政
が
マ
イ
ナ
ス

に
な
れ
ば
、
一
般
会
計
か
ら
繰
出
し
を

し
な
い
と
い
け
な
く
な
る
場
合
も
出
て

く
る
。
公
立
病
院
が
立
地
す
る
自
治
体

で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
地
域

差
指
数
が
低
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
存
在

す
る
。
公
立
病
院
を
核
に
し
て
、
保
健

師
が
熱
心
に
保
健
活
動
を
行
っ
た
り
地

域
包
括
ケ
ア
の
活
動
が
波
及
し
た
り
す

る
こ
と
で
結
果
的
に
公
立
病
院
の
患
者

が
減
少
し
経
営
が
悪
化
す
る
こ
と
は
果

た
し
て
悪
い
こ
と
な
の
か
等
々
、
自
治

体
と
し
て
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

小
さ
い
自
治
体
で
は
あ
る
が
福
井
県

の
旧
名
田
庄
村
（
現
お
お
い
町
）
の
中

村
伸
一
医
師
は
、
診
療
所
長
と
保
健
福

祉
課
長
を
兼
任
す
る
こ
と
で
保
健
医
療

福
祉
を
統
合
し
、
赴
任
し
て
か
ら
町
村

合
併
す
る
ま
で
の
15
年
間
（
平
成
３
〜

17
年
度
）
に
お
け
る
名
田
庄
村
の
在
宅

死
亡
率
を
約
42
％
に
、
国
保
医
療
費
地

域
差
指
数
や
老
人
医
療
費
、
第
１
号
介

護
保
険
料
を
福
井
県
内
で
最
も
低
い
ラ

ン
ク
に
抑
え
た
。
人
口
が
多
い
自
治
体

で
同
様
の
こ
と
を
実
行
す
る
の
は
難
し

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
縦
割
部
門
で

あ
っ
て
も
情
報
共
有
し
、
住
民
の
健
康

や
必
要
な
コ
ス
ト
を
横
串
で
み
る
の
は

基
礎
自
治
体
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
思
う
。

⑶
住
民
の
政
策
立
案
へ
の
積
極
的
参
画

①
行
政
や
提
供
者
主
導
の
政
策
立
案

　

こ
れ
ま
で
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て

は
、
主
に
医
療
提
供
者
や
学
者
等
の
研

究
者
、
保
険
者
の
代
表
が
厚
労
省
の
た

た
き
台
に
基
づ
き
審
議
会
で
決
め
て
き

て
お
り
、
住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
て
き

て
い
た
と
は
言
え
な
い
。

　

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
医
療
計
画
な

ど
の
政
策
立
案
過
程
や
公
立
病
院
の
建

築
等
に
あ
た
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
機
会
を
設
け
る
場
合
も
あ
る
。
た

だ
実
態
と
し
て
役
所
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
事
実
が
大
切
な
よ

う
で
、
本
気
で
意
見
を
取
り
上
げ
る
つ

も
り
が
な
い
場
合
が
多
い
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
時
期
は
計
画
が

あ
る
程
度
固
ま
っ
た
段
階
で
あ
り
、
そ

も
そ
も
計
画
の
変
更
を
す
る
つ
も
り
が

な
い
の
だ
。
私
も
数
回
出
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
端
か
ら
取
り
上
げ
る
つ
も
り

が
な
い
よ
う
な
回
答
し
か
返
っ
て
こ

ず
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
意
味
が

な
い
場
合
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

住
民
と
し
て
は
、
議
員
や
首
長
に
働

高
ま
る
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
施
設

の
新
設
・
建
替
え
な
ど
に
あ
た
っ
て
の

都
道
府
県
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
都
道
府

県
は
地
域
医
療
構
想
と
の
整
合
性
な
ど

を
検
討
の
う
え
で
地
方
交
付
税
措
置
を

行
う
。そ
の
た
め
各
都
道
府
県
内
で
は
、

市
町
村
担
当
部
局
、
県
立
病
院
担
当
部

局
、
地
域
医
療
構
想
担
当
部
局
が
、
連

携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
地
域

医
療
構
想
の
策
定
、
実
行
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
さ
に
都
道
府
県
の
実
力
が
問
わ

れ
る
。

○
千
葉
県
庁
の
課
題

　

地
域
医
療
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
ず
は
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
県
立
病
院
の
役
割
の

明
確
化
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
千
葉
県
に
お
い
て
は
、『「
新
公
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
の
素
案
策
定
及
び

改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
具
体
的
か
つ
実

効
性
の
あ
る
病
院
経
営
改
善
を
実
行
す

る
た
め
の
企
画
』
に
つ
い
て
３
月
に
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
外
部
委
託
を

決
め
て
い
る
。

　

全
部
適
用
に
し
て
か
ら
10
年
以
上
経

過
し
、
病
院
局
経
営
管
理
課
経
営
企
画

戦
略
室
と
い
う
部
署
が
あ
り
な
が
ら
、

内
部
で
計
画
立
案
が
で
き
な
い
の
は
理

解
に
苦
し
む
。
市
町
村
と
異
な
り
、
健

康
福
祉
部
に
医
療
福
祉
政
策
課
や
医
療

整
備
課
の
よ
う
に
医
療
政
策
や
医
療
資

源
の
整
備
に
関
わ
る
専
門
の
部
局
も
あ

り
、
複
数
の
病
院
を
運
営
し
て
お
り
共

同
購
買
等
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
も
追

求
で
き
る
。
保
健
所
を
通
し
て
県
立
病

院
が
立
地
す
る
構
想
区
域
の
医
療
提
供

状
況
等
の
情
報
も
と
り
や
す
い
は
ず
で

あ
る
。

　

千
葉
県
の
場
合
は
、
千
葉
県
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
事
件
を
含
め
て
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
レ
ベ
ル
の
問
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
組
織
体
制
そ
の
も
の
を
見

直
す
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。

⑵
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
と
負
担
を

　

ト
ー
タ
ル
で
考
え
ら
れ
る
自
治
体
に

　

地
方
公
共
団
体
は
、
保
健
・
医
療
・

介
護
・
福
祉
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

住
民
に
提
供
し
て
い
る
が
、
厚
生
労
働

省
が
縦
割
り
で
政
策
を
作
り
、
自
治
体

は
同
様
に
縦
割
り
の
組
織
を
作
っ
て
対

応
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
ほ
う
が

国
と
自
治
体
間
の
意
思
疎
通
が
し
や
す

く
、
政
策
に
紐
つ
い
た
予
算
の
申
請
等

が
や
り
や
す
い
か
ら
だ
。

　

特
に
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
営
企
業
会
計
を
一
部
適
用
し
、
基
本

的
に
は
独
立
採
算
で
あ
る
た
め
か
、
縦

割
、
独
立
の
意
識
が
強
い
よ
う
に
感

じ
る
。
公
立
病
院
の
収
支
報
告
を
聞
い

て
い
る
と
、「
患
者
数
が
増
加
し
た
こ

と
で
、
医
業
収
益
が
増
加
し
経
営
が
改

善
し
た
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
普
通
に

さ
れ
て
い
る
が
、
患
者
数
の
増
加
は
自

治
体
と
し
て
果
た
し
て
良
い
こ
と
な
の
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き
か
け
る
か
、
私
が
現
在
実
行
し
て
い

る
よ
う
に
病
院
運
営
に
関
わ
る
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
意
見
を
述
べ
て

い
く
し
か
な
い
。
た
だ
千
葉
市
の
よ
う

に
住
民
か
ら
の
公
募
委
員
を
選
ん
で
い

る
自
治
体
な
ら
ま
だ
可
能
性
は
あ
る

が
、
医
師
会
や
看
護
協
会
等
の
医
療
関

係
者
で
委
員
を
固
め
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
医
療
提
供
者
の
論
理
、
公
立
病
院

の
院
長
が
同
窓
の
医
学
部
の
先
輩
の
場

合
は
先
輩
に
は
逆
ら
わ
な
い
な
ど
、
住

民
の
知
ら
な
い
世
界
で
物
事
が
決
ま
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

推
察
す
る
。

②
住
民
の
声
を
届
け
る
必
要
性

　

平
成
26
年
の
医
療
法
の
改
正
に
て
、

医
療
法
第
６
条
に
「
国
民
は
、
良
質
か

つ
適
切
な
医
療
の
効
率
的
な
提
供
に
資

す
る
よ
う
、
医
療
提
供
施
設
相
互
間
の

機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
医
療
提

供
施
設
の
機
能
に
応
じ
、
医
療
に
関
す

る
選
択
を
適
切
に
行
い
、
医
療
を
適
切

に
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
い
う
項
が
入
れ
ら
れ
た
。

　

世
界
に
誇
る
べ
き
国
民
皆
保
険
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
保
険
者
は
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
面
（
保
険
料
の
集
金
と
給
付
）
以

外
の
機
能
を
充
分
に
果
た
し
て
い
る
と

は
言
え
ず
、
被
保
険
者
で
あ
る
一
般
住

民
は
黙
っ
て
保
険
料
を
納
め
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
将
来
的
に
消
費
税
や
保
険

料
の
ア
ッ
プ
な
ど
負
の
分
配
が
な
さ
れ

る
状
況
は
明
ら
か
で
あ
り
、
住
民
と
し

て
行
政
や
医
療
提
供
者
に
お
任
せ
で
は

な
く
、
積
極
的
に
意
見
を
具
申
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
私
た

ち
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
単
な
る

客
で
は
な
く
て
、
国
民
皆
保
険
の
資
金

を
提
供
し
て
い
る
当
事
者
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
度
の
地
域
医
療
構
想
を
含

む
医
療
計
画
は
、
将
来
の
日
本
の
医
療

政
策
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
位
置
づ

け
に
な
る
た
め
、
計
画
に
少
し
で
も
住

民
の
声
を
反
映
で
き
な
い
か
と
、
社
会

人
有
志
か
ら
な
る
地
域
医
療
計
画
実
践

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
＊
に
お
い
て
、「
地

域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
／
地
域
医
療
計
画
策

定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（RH-PA

C

ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）
を
作
成
し
た
。
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
、具
体
的
に
は
患
者
・

住
民
、
医
療
保
険
者
、
市
町
村
関
係
者
、

医
療
提
供
者
な
ど
に
役
立
て
る
た
め
の

も
の
で
、私
も
そ
の
作
成
に
加
わ
っ
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
住
民
が
、
納
税
者

で
あ
り
か
つ
健
康
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
る
被
保
険
者
と
し
て
、
医
療
シ
ス
テ

ム
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
自
ら
が
居

住
し
て
い
る
自
治
体
の
医
療
政
策
に
何

ら
か
の
形
で
関
与
す
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
、
公
立
病
院
の
改
革
は
進
ま
な
い

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

＊ 

地
域
医
療
計
画
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　

患
者
支
援
者
、政
策
立
案
者
、医
療
提
供
者
、

メ
デ
ィ
ア
の
4
つ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か

ら
な
る
約
１
０
０
人
の
有
志
に
よ
っ
て
、
あ

る
べ
き
地
域
医
療
計
画
の
姿
を
検
討
し
、
社

会
に
発
信
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

２
０
１
４
年
4
月
か
ら
活
動
し
、「
地
域
医

療
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
域
医
療
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
東
京
大
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成
し
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る
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